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特集特集
新年のご挨拶

「丙申」にちなみ、
　一層動きのある年に！」
代表取締役社長   河村 武敏

　
「創業９６年目を迎える年に」

常務取締役　川野 陽一

　
「新年のご挨拶」

取締役 営業本部長　森田 一之

　
「立場が人をつくる。」

事業企画室長　重松 えみり

　
「2016年、皆様明けまして

　  おめでとうございます。」
管理本部長　松永 公一

　
「新年明けまして

 　おめでとうございます。」
制作本部 統括マネージャー　前田 拓哉

皆様、明けましておめでとうございます。とうとう２０１６年が明けました！
年末年始、暖冬で非常に過ごしやすかったのですが、ここ1.2週間は急に寒波に見舞われ、あれよあれよと体調を崩し

がちな今日この頃、皆様はいかがお過ごしでしょうか。
さて、今号の「AP COMMUNICATION」は今年最初の発行、心機一転晴れやかな気分を感じていただけるようにと、ミン

トグリーンにしております。もちろん内容は、ますますホットになっておりますので、今年もどうぞ「AP COMMUNICATION」
をよろしくお願い申しあげます。

管理本部長 松永 公一

2016年、皆様明けまして
　  　　おめでとうございます。

制作本部 統括マネージャー 前田 拓哉

新年明けまして
 　　おめでとうございます。

２０１６年、皆様明けましておめでとう

ございます。

本年が皆様にとってより良い年になり

ますよう、心からお祈り申し上げます。

昨年末から管理本部長をさせていただくことになり

ました松永です。

管理部は企業の中では地味な存在ですが、スムーズ

でミスや無駄のない営業業務や制作業務の実現のため

には、強固で風通しの良い社内管理体制が必要です。

個々の問題の解決を中心にするのではなく、「こうな

ればいいなぁ」という夢を持ち、あるべき姿の実現を目

指して社内管理体制を考えて行く所存です。

そうはいっても、現実はまだ右も左も分からずにうろ

うろしている段階です。管理部の業務を通じて社業に

貢献し、皆様のお役に立つよう行動しますので、これか

らどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。

新春を迎え、慎んで新年のお慶びを申

し上げます。

昨年は品質担保において、苦しい状況に何度も直面

しました。

目標達成までの課題も山積みで、社員一人ひとりに

掛かる負荷も大きくなりました。

ですが、最終的には皆さんのおかげで目標をクリア

し、気持ち良く新年を迎えることが出来ました。

今年は申年。「申（サル）」は「去る」を意味し、「悪いこ

とが去る」「病が去る」など幸せを運ぶものとする説や、

草木が伸び切り果実が成熟して固まって行く状態

「形がはっきりする」「地が固まる」年なのだそうです。

この由来にあやかり、当社も昨年以上の実績を残せ

るよう、制作部員一丸となってお客様に喜んで頂ける

「良い仕事」を、一つひとつ積み重ねて参る所存でござ

います。

誠に簡単なご挨拶で恐縮ですが、皆様の本年のご健

勝とご多幸を心よりお祈りし、新年のご挨拶とさせて

頂きます。本年もどうぞよろしくお願い致します。

事業企画室 山本 航平



AP COMMUNICATION

▲  今宮戎にて

▼  BQ会（築地あゆむにて）

代表取締役社長 河村 武敏

「丙申」にちなみ、
　　　　一層動きのある年に！

２０１６年のスタートにあたり、一言ご挨拶

を申し上げます。

　今年の干支は、「丙申（ひのえさる）」。

色 と々抵抗に遭い面倒なことが生い茂って

陰気になりがちで、従来の勢力と新しい勢

力とが衝突するばかりだった２０１５年の

年から、２０１６年は、ようやく陽気に変わり

繁茂し、すくすくと成長していくことが示され

ているようです。その事象は夏あたりに顕著

に現れることとなるでしょう。

しかしながら、現実に紛糾してくる様々な

勢力や動きというものに如何に対応し、果敢

に処理していくかが問われる年ともなるの

が２０１６年です。こうしたことから、大きな

変革が起きる周期にあたるのが丙申年と

いう解説です。

　昨年は、弊社のサービスを見える化し、

お客様やパートナーの皆様にご理解いただ

く場づくりに専念してきた１年でした。

例えば、東京ビッグサイトで開催された

「第７回販促EXPO」への初出展、「ものづくり

補助金」の採択事業、そして、この社外報の

増ページと定期発刊などの取組です。

また、プラットフォーム事業も少しずつ

お客様にとって必要とされるサービスへと成

長しつつあります。

　今年は「丙申」にちなみ、明るい気持ちで

プラスの影響力を及ぼし、既成概念にとら

われない新しいサービス提供に向け、前年

度に展開してきた事業を契機にお客様に

評価いただけるよう、積極的に取り組んで

参ります。

　今 年 の夏は「 リオデジャネイロ 」で の

オリンピックイヤー、様々なスポーツで盛り

上がることでしょう。そして４年後は２０２０年

「東京」でのオリンピック、弊社も１００年を

迎えます。引き続きお客様から必要とされ

るサービスの提供を意識し、大いにチャレ

ンジする年にして参りたいと思っておりま

すので、今年もご支援よろしくお願い申し

上げます。

常務取締役 川野 陽一
創業９６年目を迎える年に

取締役 営業本部長 森田 一之新年のご挨拶

事業企画室長 重松 えみり立場が人をつくる。

２０１６年、明けましておめでとうご

ざいます。皆様、本年もどうぞよろしく

お願い致します。

創業９６年目を迎える年であり、１００周年までの５年

間の１年目として、当たり前のことを当たり前に出来る人

材の育成と、組織的な運用の強化をテーマに掲げ、明る

く働きやすい職場づくりに努めたいと考えています。そ

れらを実現するためには、一人一人がロジックのある

テーマを考えた上で計画をし、計画したことは必ず確実

に実行すること。また定期的なレビューと改善を継続し

て行うことが当たり前に出来るようになることを、業務に

しっかりと組み込めることが核と考えます。何事もなけ

ればこれで良いということではなく、常に前向きで惜し

みない努力を行うことで、１００年に向けての基盤が出

来上がってくることかと思っています。

新しいことに挑戦（Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）する、

そのためには少しでも変化（Ｃｈａｎｇｅ）

に対応出来るようになる、その先には新

たな機会（Ｃｈａｎｃｅ）が生まれる。それを継続して行う

ことが、お客様のニーズにお応えが出来、顧客満足度の

向上、しいては社員満足度の向上、また連動してサービ

ス・品質の向上に繋がってくることと確信しています。

今後、１００周年を迎えるまでに私が最も目指してい

ることは、お客様から「アピックスがなくてはならない会

社である。」と言って頂けるようになることです。それが

継続してアピックスをご指名頂ける最大の大義名分だか

らです。そういった意味でも自らが先陣を切ってお客様

へ情報発信することが重要であり、社外報も発信力アッ

プツールとして考えておりますので、今後とも末永くご愛

読をよろしくお願い致します。

２０１６年で弊社も９６年目を迎えることができ、これ

もひとえに弊社をご支援いただけるお客様とパートナー

様のおかげと、心より感謝申し上げます。

昨年も「販促EXPO」への初めての出展等、新たな取り

組みにもチャレンジいたしました。本年はそれらを確実

に、新たなサービスとして提供いたします。

また従来より提供するサービスについては、一層の品

質向上に努め、お客様のビジネスの拡大

と価値創造に貢献する、真のベストパー

トナーと実感いただけるよう全社全員一

丸となって取り組んでまいります。

本年も一層のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申

し上げます。

立場が人をつくる。

という言 葉 が ありますが、少し前

スーパーマーケットでの事。

制服で社員とアルバイトの判別がつくのですが、明ら

かに働き方が違うのです。

慣れとかスピードではなく、意識のレベルで違う。同じ

レジでも一生懸命にレジ仕事をするアルバイトさんに対

し、社員さんは顧客を見ている。声掛けや袋を用意する

タイミング、余力があれば袋へ詰める、他ラインのさり

げない確認。

一生懸命任された事をやるだけでは顧客の満足度が

上がらない事をちゃんと知っている。

こういう姿勢があったから社員なのか？社員として部

下を持ち、任されているから姿勢が身に付いたのか？

私は学生時代から周囲の大人に恵まれ、ずっと「後者」

で育てて貰いました。

じゃあ、自分は？当社はどうなのか？

頭では「後者」が良いと理解しつつも、現実は「前者」

を選択したがる事を認めざるを得ない。

あかんやん。

今年のスタートラインは、まずここです。

積極的に動いて走って結果を出して！は当然ながら、

今年は人材・組織を育てる事を強く意識する1年として

行きます。本年もどうぞよろしくお願い致します。
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とが去る」「病が去る」など幸せを運ぶものとする説や、

草木が伸び切り果実が成熟して固まって行く状態

「形がはっきりする」「地が固まる」年なのだそうです。

この由来にあやかり、当社も昨年以上の実績を残せ

るよう、制作部員一丸となってお客様に喜んで頂ける

「良い仕事」を、一つひとつ積み重ねて参る所存でござ

います。

誠に簡単なご挨拶で恐縮ですが、皆様の本年のご健

勝とご多幸を心よりお祈りし、新年のご挨拶とさせて

頂きます。本年もどうぞよろしくお願い致します。

事業企画室 山本 航平


